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４～６月は仲間づくり強化月間です

��������４
月
も
中
旬
を
過
ぎ
、

春
ら
し
い
気
候
の
中
、
満

開
だ
っ
た
桜
も
ア
ッ
と
い

う
間
に
散
り
始
め
て
い
る
。

わ
が
子
も
先
日
、
桜
の
満

開
の
中
、
無
事
に
高
校
入

学
を
迎
え
た
◆
春
休
み
の

期
間
、
毎
日
、
ダ
ラ
ダ
ラ

と
過
ご
す
子
を
見
て
、
こ

れ
か
ら
待
つ
高
校
生
生
活

に
耐
え
ら
れ
る
の
か
不
安

が
募
る
ば
か
り
だ
っ
た
◆

あ
い
に
く
入
学
式
に
は
行

け
な
か
っ
た
が
、
ビ
デ
オ

や
写
真
を
見
る
限
り
、
凛

と
し
た
姿
に
わ
ず
か
な
が

ら
も
成
長
を
感
じ
、
目
を

細
め
て
見
入
っ
て
し
ま
っ

た
。
真
新
し
い
制
服
に
身

を
包
み
、
期
待
と
不
安
を

感
じ
な
が
ら
も
、
こ
れ
か

ら
の
高
校
３
年
間
、
部
活

に
勉
学
に
励
み
、
有
意
義

に
過
ご
し
て
ほ
し
い
も
の

だ
◆
一
方
、
街
に
目
を
向

け
れ
ば
、
こ
れ
も
ま
た
、

真
新
し
い
ス
ー
ツ
に
身
を

包
ん
だ
新
入
社
員
が
通
勤

し
て
い
る
姿
を
目
に
す
る
。

そ
の
姿
を
見
て
、
頑
張
れ

と
応
援
し
て
し
ま
う
の
は

自
分
だ
け
か
な
。

(

松
尾

和
寿)
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西本部傘下組合員の願い

が凝縮した平和基金を活用

し､ 昨年６月に原爆絵本

｢世界でいちばん悲しいク

ラス｣ を復刻､ 長崎市内の

小中学校や図書館などへ400

部寄贈した｡ 長崎純心大学

博物館にも保存してもらお

うと恵の丘原爆ホームを訪

れたところ､ 城山小２年生

の当時､ 自宅のある城山町

で原爆に遭いながらもなん

とか生き延びられた方が入

居されていることを知った｡

昨年８月９日､ その方か

ら直接お話を伺った｡ ｢怖

くて怖くて､ 悲しいとかま

ったく感じなかった｣ ｢校

舎が使えず､ 近くの学校に

通ったが､ いじめられすぐ

に行かなくなった｣ つらい

体験だった｡

来年こそは､ 桜の花が咲

く頃に城山小学校を訪れ嘉

代子桜を (初めて) 見たい､

心待ちにしていると聴き､

よしっ､ 一緒に行きましょ

うと ｢明日への約束｣ をし

た｡

そして先日､ 夢が現実と

なった｡ 原爆絵本の復刻を

きっかけに､ 恵の丘とＮＴ

Ｔ労組のコラボで被爆者の

70年間の時をつないだ｡

被爆後100年につなぐ力

としたい｡

��������� 副
委
員
長(

長
崎
エ
リ
ア)

����
４
月
７
日

(

金)

、
第
22
回
分
会
長

(

拡
大
・
Ｔ
Ｖ)

会
議
を
開
催
し
、
各

種
会
議
の
報
告
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
①
平
和
の
取
り
組
み
、
②
事
業
運
営

見
直
し
・
強
化
に
関
わ
る
会
社
見
解

(

三
次)

―
―
等
を
中
心
に
論
議
し
、
意

思
統
一
を
図
っ
た
。

は
じ
め
に
、
総
支
部
・

田
畑
委
員
長
は
、
①
沖
縄

の
基
地
問
題
、
②
国
会
情

勢
、
③
仲
間
づ
く
り
の
取

り
組
み
、
④
事
業
運
営
見

直
し
・
強
化

等
に
触

れ
あ
い
さ
つ
し
た
。

次
に
、
総
支
部
よ
り
、

①
第
23
回
総
支
部
委
員
長

会
議
、
②
第
13
回
総
支
部

事
務
局
長
会
議

等
の

報
告
を
行
な
い
確
認
し
た
。

議
題
で
は
総
支
部
よ
り
、

①
情
報
労
連
平
和
４
行
動

へ
の
対
応
、
②
西
本
部
平

和
学
習
会
へ
の
対
応
、
③

組
合
加
入
２
年
目
を
対
象

と
し
た
ユ
ー
ス
コ
ー
ス
の

実
施
、
④
九
州
カ
ン
パ
ニ

ー
に
お
け
る

｢

飛
躍
の
ス

テ
ー
ジ
へ｣

に
向
け
た
事

業
運
営
の
見
直
し
・
強
化

等
に
つ
い
て
提
起
し
、

質
疑
応
答
を
行
な
っ
た
。

と
り
わ
け
、｢

飛
躍
の

ス
テ
ー
ジ
へ｣

に
向
け
た

事
業
運
営
の
見
直
し
・
強

化

(

三
次
解
明)

に
つ
い

て
は
、
①
ビ
ジ
ネ
ス
営
業

分
野
に
お
け
る
営
業
力
強

化
の
具
体
的
取
り
組
み
、

②
ミ
ッ
シ
ョ
ン
会
社
間
の

業
務
移
行
に
伴
う
具
体
的

な
す
す
め
方
、
③
組
織
編

成
・
業
務
移
行

な
ど

に
つ
い
て
会
社
見
解
を
明

ら
か
に
さ
せ
て
お
り
、
会

社
見
解
に
対
す
る
総
支
部

の
受
け
と
め
と
し
て
、�分会段階の論議に委ねる事項、�７月以降に引き続き対応を行なっていく事項など、

今
後
の
す
す
め
方
に
つ
い

て
見
解
を
示
し
意
思
統
一

を
図
っ
た
。

総
支
部
は
、
三
次
解
明

ま
で
の
論
議
に
お
い
て
、

本
施
策
に
お
け
る
基
本
的

な
事
項
お
よ
び
主
要
な
業

務
移
管
な
ど
に
つ
い
て
、

お
お
む
ね
解
明
が
図
ら
れ

た
も
の
と
認
識
す
る
こ
と

か
ら
、
各
分
会
に
対
し
、

関
係
す
る
職
場
に
お
け
る

具
体
的
な
取
り
組
み
に
つ

い
て
労
使
間
論
議
を
要
請

す
る
と
と
も
に
、
総
支
部

労
使
間
に
お
け
る
大
綱
的

整
理
に
向
け
会
社
対
応
を

強
化
し
て
い
く
こ
と
と
す

る
。

会議もよう



許可なく､ 記事・写真等の無断転載や複製を禁じます
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ＮＴＴ労組は､ 21世紀を ｢平和の世紀｣ とするために､ 次世代を担う子どもたちに広島の悲劇に直接触れ､ 感じてもらうこ
とを目的に ｢広島ピース号｣ を行なっており､ 今年で28回目を迎えます｡ 本年度は３月26日 (日) ～29日 (水) に行なわれ､
九州総支部より､ 玉那覇稟さん (沖縄分会・玉那覇智子さんのお子さん・小学校６年生) が参加しました｡ 本号では､ 参加者
の感想文を紹介します｡
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４月に入って桜木も緑葉に色づ
き､ かりゆしウェアで出勤する社
員を目にする今日この頃､ 退職で
去っていく先輩方を見て､ 退職後
の自身の在り方を見つめつつある｡
子どもたちも就職し､ 孫２人にも
恵まれ､ 幸せな日常において老後
の楽しみとして､ 趣味の写真整理
にハマってしまい仕事以上に忙し
い日々である｡
ネガフイルムと､ 写真のスキャ
ンやＰＣに取込んだデジタルカメ

ラデータの整理｡ ほぼ８割程度完
了しているが､ 子どもの頃・学生
時代・入社当時・子育て風景など
を見ると､ 感慨深く１人で笑って
しまっている｡
今はＮｉｋｏｎデジタルカメラ
を使用しており､ 家族・孫・友人・
組合など､ 各種イベントの撮影係
をし､ 撮影方法やＲＡＭデータ現
像ソフトの勉強中である｡ 今のう
ちに沖縄のきれいな海と自然等を
撮り続けたいと思う｡ ｢飛躍のス
テージ｣ も重要だが､ ｢記録のス
テージ｣ を加速中である｡

(沖縄分会 具志 栄輝)

万座毛の海

かつての実家で親子３人記念写真
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オフロードバイクで荒れた細い山道を抜け､ 出
会う景色に日常たまったストレスの抜ける瞬間が
心地よいお気に入りの場所､ 福岡県那珂川町・五
ヶ山ダム近くにある樹齢700年の ｢小川内の大杉｣
です｡ ダム建設に伴う水没を避け､ ７億８千万円
をかけて移植されました｡

(フィールドテクノ九州分会 井出 誠司)

１日目､ アニメ
｢つるに乗って｣
を見て､ 一番心に
残ったのは､ さだ
こさんが生きたい
という思いで千羽
鶴を作るところで
す｡ 1300羽くらい
作ったけれど､ 12才で亡くなってしまい
悲しくなりました｡ そして､ ともこ (主
人公) が行った場所に明日実際行けると

思うと､ 早く行き
たいと思いました｡
２日目､ 資料館

で､ 戦争中や戦争
が終わった時に書
かれた文や写真を
見ました｡ 戦争当
時の服もあり､ ボ

ロボロだったので､ 原爆はすごい威力だっ
たんだなと思い､ 怖くなりました｡
ピースウォークで見た原爆ドームも､
壊れているところがいっぱいありました｡
１度の原爆であんなに壊れた中､ 生き延
びた人はすごいと思いました｡
３日目､ データ比治山ビルに行って､
慰霊碑と ｢広島ピース20｣ の木にお水を
かけました｡
次に､ 袋町小学校に行きました｡ 大き
な穴の空いた ｢たいこ｣ と､ ひびの入っ
たドアや窓などがありました｡ 原爆のす
ごい威力がわかりました｡
むつみ園では､ おじいちゃん､ おばあ
ちゃんから戦争の体験を聞きました｡ 戦
争が終わった後の生活なども聞き､ やっ
ぱり戦争は怖いと思いました｡ だからこ
そ､ 戦争の話をお母さんや友だちにも話
していきたいと思いました｡ みんなが想
像している以上に､ 戦争は怖いと伝えた
いです｡

１度の原爆でどれほど多くの人たちが
亡くなり､ 戦争でどんな被害が起きたか
を伝えたいです｡

(玉那覇 稟)

����������
稟さんの書いた｢原爆の子の像｣

むつみ園で語り部の話を聞く稟さん(右)

ピースウォーク
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